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１．はじめに  

NEXCO 東日本は高速道路資産を永続的に健全な

状態で保ち，安全・安心な高速道路サービスを提供

するため，予防保全的観点も取り入れた大規模更新

及び大規模修繕事業を平成27年度から取り組んでい

る．大規模更新事業は，建設当初予想していなかっ

た要因により損傷が著しい RC 床版を撤去し，耐荷

力・耐久性に優れる PC 床版への取替工事であり，道

路交通への影響を最小限にするためにプレキャスト

床版を採用している。床版の取替工事は工事を行わ

ない反対車線（上り線又は下り線）に仮設防護柵を

設置し対面通行により実施している．対面通行を行

うと劣化が内在している床版は活荷重の変化により

劣化が急速に進行し抜け落ち等の損傷に発展する可

能性が予想される． 

本報告では，床版の取替工事以前から実施してい

た床版ひずみの連続モニタリングシステムを利用し

て対面通行切り替えによる床版の急激な変状をひず

み変化として検知し，警報を送信するシステムに変

更して未補修床版の劣化監視に適用した事例につい

て報告する． 

２．モニタリング概要 

当該橋梁は昭和 53 年に竣工し約 40 年が経過して

おり，RC 床版にひび割れ・はくり等の劣化が確認さ

れている．橋梁形式は図-1，図-2 に示す鋼 3 径間連

続非合成鈑桁橋である．床版の取替工事はより劣化

の著しい上り線側から実施し，その後下りを施工す

ることとしている．このため，上り線の取替工事に

当たっては下り車線に図-4，写真-1 に示すような仮

設防護柵を設置した対面交通により実施した．  

(1) モニタリングシステム 

モニタリングは自立型光ファイバモニタリングシ

ステム（小電力無線通信式．電源内蔵型，センサ長 

 
図-1 モニタリング対象橋梁 

 
図-2 モニタリング対象橋梁標準横断図 

 
図-3 センサ設置位置図（下り線） 

 

図-4 床版取替えのため対面通行切替えの例 

 
写真-1 仮設防護柵を設置した対面通行状況 
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1m，データは内蔵メモリーに蓄積）を採用した 1)．

測定値が設定した動的ひずみ値を超えた場合，登録

した関係者に警報メールが送信される SMS アラー

トモジュールを併用した．このシステムはセンサを

固定した 2 点間の相対変位をサンプリング周波数

50Hz で動的に計測し１時間毎にその平均値を静的

データとして記録する．静的データは約 6 ヶ月分内

蔵メモリーに蓄積できる．メモリー容量の関係でデ

ータ数は限られるが 50Hz の動的データも記録する

ことが可能である．このセンサは温度計も内蔵して

おり測定部の温度も同時に計測することができる．

メモリーに蓄積されたデータは無線モデムとノート

パソコンでクラウドサーバに保存できる．関係者は

ID とパスワードで保護された Web サイトにアクセ

スすることによりデータを共有することが可能とな

る．モニタリングシステムの概要を図-5に示す． 
(2)計測箇所 

計測箇所は，当該橋梁床版の内，劣化度の激しい

図-2,図-3 に示す橋軸直行方向 2 ヶ所（LS-1,LS-2）

とした．センサ設置状況を写真-2に示す．  

３．モニタリング結果とまとめ 

図-6 にモニタリングを開始した 2017 年 12 月 22

日から 2018年 6月 4日までの季節変化による温度影

響を除去した結果を示す． なお，2018年 5月 11日

からは上り線の床版取替えのため下り線を対面通行

に変更している．対面通行開始後 5月 21日 14;49:54

にLS-2のセンサで動的閾値を超えたひずみが計測さ

れ，警報メールが発信された(赤線，LS-2)．警報メ

ールが発信された前後の拡大モニタリング結果を図

-7に示す．警報が発信されなかった LS-1は計測が継

続されている． 

警報が発報されたため現地で目視調査を行ったと

ころ床版下面のひび割れの進行，橋面上のアスファ

ルト舗装の沈下等の変状が確認されたためセンサを

撤去し，床版を写真-3 に示す主桁からの仮受け補強

を実施した．撤去センサは別の場所に移設しモニタ

リングを継続している．                                                                                                                                                   
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図-5 モニタリングシステム概要図 

 
写真-2 センサ設置状況 

 
図-6 モニタリング開始からのモニタリング結果 

 
図-7 警報発報前後のモニタリング結果 

 
写真-3 床版の仮受補強の状況 
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